
カトリックと進化論 

カトリック教会では 1996 年 10 月 23 日にローマ教皇ヨハネ・パウロ 2 世が、「進化論は仮説以上のもの

で、肉体の進化論は認めるが、人間の魂は神に創造されたもの」だと述べた。つまり、人間の精神活動

の源泉たる魂の出現は、進化論的過程とは関係ないとする限定つきで、進化論をキリスト教と矛盾しな

いものと認めた。 

 

******************************************************************************************** 

 

「神は生物を進化するよう造った」 現ローマ法王も肯定 

2014 年 10 月 30 日 朝日新聞 

 

 宇宙が誕生したビッグバンも進化論も、神の教えと矛盾しない――。ローマ・カトリック教会のフラ

ンシスコ法王は 28 日、天地創造に関する科学の理論を肯定した。 

 

 世界の高名な科学者が集うバチカン科学アカデミーでの会合で語った。法王は「世界の始まりは混乱

の産物ではない。創造主の手がビッグバンを必要とした」「神は、自然の法則に従って進化するよう生物

を造られた」などと述べた。 

 

 旧約聖書は、神が６日間で天地を創造したと記す。地動説を唱えたガリレオへの１７世紀の異端裁判

などで非科学的と思われがちなバチカンだが、1950 年から進化論を認めてきた。 

 

 ただ保守派の前法王ベネディクト１６世は「神の創造を信仰で理解することと科学による証明は対立

しない」と述べる一方で、「進化論はすべての問いに答えてはいない」と発言した。生命の誕生や進化に

何らかの「知的計画」が働いたと主張し、米国で支持を集めるキリスト教右派への追い風と受け止めら

れていた。（ローマ＝石田博士） 

 

 

【参考】 

2014 年 10 月 30 日 朝日新聞 11 面国際１記事タイトル 

・イラン核開発、米が譲歩 ウラン国外搬出条件 兵器転用の阻止図る 

・中国、香港の委員解任 全国政協 「長官辞任」発言問題視 

・「市民の足」で大統領人気 ボリビア、ロープウエーで渋滞解消 

・南北会談、開催困難に 北朝鮮、批判ビラ散布中止迫る 

・「ビッグバン、創造主が必要とした」 ローマ法王、科学理論を肯定 

・ザンビア大統領、ロンドンで死去 白人副大統領、暫定元首 

・大規模地滑り、３００人超が不明 スリランカ 

・（地球２４時）フランスの空母、ロシアへの売却判断先送り 



 

 

 


